
伊那市生涯学習基本構想 令和６年度達成状況の概要 
 

 

伊那市生涯学習推進委員及び担当部局において、年度当初に立てた事業計画に対し

実績を確認し、達成目標に対する評価を行いました。詳細は、基本構想進行管理シー

トのとおりです。  

 

○令和６年度達成状況 

（１）全体概要 

 

【令和３年度】   【令和４年度】    【令和５年度】    【令和６年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

※達成状況評価 Ａ：80％以上、Ｂ：50%以上 80％未満、Ｃ：50％未満、Ｄ：検討・準備中、 

Ｅ：未着手 

※重点項目：第２次基本構想期間中、前期５年間に市が重点的に取り組むべき項目とし、市生涯学

習基本構想審議会が選定 

※小数点第２位を四捨五入しているため、合計が 100 にならない場合があります。 

※評価の基準は、上記のとおりだが、社会教育委員会議において、評価の基本は上記のとおりだが、

事業実施においての過程をより重視して評価すべきであるとのことから、評価が実績の数値のとお

りでない事業もある。 

 

 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

達成状況 

評価 

「基本計画」

に 係 る 事 業

数 

割合(％) 
「基本計画」

に係る事業

数 
割合(％) 

「基本計画」に

係る事業数 
割合(％) 

「基本計画」に

係る事業数 
割合(％) 

Ａ ８２ ５４．７ ９８ ６５．３ １０５ ７０．５ １１６ ７７．９  

Ｂ ４９ ３２．７ ３７ ２４．７ ３４ ２２．８ ２６ １７．４ 

Ｃ １２ ８．０ １３ ８．７ ９ ６．０ ６  ４．０ 

Ｄ ５ ３．３ ２ １．３ １ ０．７ １  ０．７ 

Ｅ ２ １．３ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

計 １５０ １００．０ １５０ １００．０ １４９ １００．０ １４９ １００．０ 

資料２ 
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〇全体的な評価では、令和３年度から４年が経過する中で、令和３年度と比較し、Ａ

評価となる事業が８２事業から１１６事業となっており、令和７年度の目標に向け着

実に推進されてきている。 

〇今回、多くの事業で、評価が上がる中で、評価をさげたものが５事業あった。 

１つ目が進行管理シートの 16 ページ事業①「伝統芸能の魅力に触れる体験事業を開催

し、伝統文化の保存・継承に対する市民の意識向上を図る」で、一般向けの体験学習

を企画したが、最低催行人数に達せず中止になったためＡからＢ評価となっている。 

２つ目が４１ページの事業①では、防災お出かけ講座の人数が目標人数に達しないこ

とと、防災施策策定地区の数が目標数に達しないことからＡからＢ評価となっている。 

３つ目が８５ページ事業②「シルバー人材センターの利用促進」で、軽作業サービス

助成券の利用枚数が目標数に達しないためＡからＢ評価となっている。 

４つ目が９８ページ事業①「介護予防ボランティアポイント事業実施」でポイント事

業への登録者数が伸び悩んだためＡ評価からＢ評価となっている。 

５つ目が１０９ページの事業①の「まほらいな市民大学の開催」で、学生数が伸び悩

んだことから、Ｂ評価からＣ評価となっている。 

この５事業については、事業自体は推進されているものの、実績が伸び悩んでいるこ

とから、内容を検証し次年度の事業計画につなげる必要がある。 

〇令和３年度当初は、新型コロナウイルス感染症により、事業が中止になるものもあ

ったが、通常実施が困難な中でも、実施方法の見直しをして、この４年間行ってきて

いることが評価が上がってきている要因であると考える。 
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（２）重点項目１２項目 

 

【令和３年度】           【令和４年度】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度】           【令和６年度】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇重点項目は第２次基本構想期間中、前期５年間に市が重点的に取り組むべき項目と

し、市生涯学習基本構想審議会が選定し取り組みを行っている。 

〇重点項目を見ても、４年経過する中では、Ａ評価となる事業が増えており、事業が

着実に推進されてきているのが見て取れる。 

〇重点項目は、市が重点的に取り組む事業であり、５年後の目標に向かって、４年目

でＡ評価が８０％を超えてきていることはよい傾向であると考える。 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

達成状況 

評価 

重点項目の
「基本計画」

に係る 

事業数 

割合(％) 

重点項目の
「基本計画」

に係る 

事業数 

割合(％) 

重点項目の
「基本計画」

に係る 

事業数 

割合(％) 

重点項目の
「基本計画」

に係る 

事業数 

割合(％) 

Ａ ３５ ６２．５ ３９ ６９．６ ４３ ７６．８ ４５ ８０．４  

Ｂ １６ ２８．６ １２ ２１．４ １０ １７．９ ９ １６．１ 

Ｃ ４ ７．１ ５ ８．９ ３ ５．４ ２  ３．６ 

Ｄ １ １．８ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

Ｅ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０ 

計 ５６ １００．０ ５６ １００．０ ５６ １００．０ ５６ １００．０ 
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（３）「施策の大綱」ごと集約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　≪２　学習基盤の確立　基本施策≫

｢基本計画

(項目)｣の
項目数

％
｢基本計画

(項目)｣の
項目数

％
｢基本計画

(項目)｣の
項目数

％
｢基本計

画(項
目)｣の項

％

Ａ 7 63.6 8 72.7 9 81.8 9 81.8

Ｂ 3 27.3 2 18.2 1 9.1 1 9.1

Ｃ 1 9.1 1 9.1 1 9.1 1 9.1

Ｄ

Ｅ

計 11 100.0 11 100.0 11 100.0 11 100.0

Ａ 4 50.0 5 62.5 6 75.0 5 62.5

Ｂ 3 37.5 3 37.5 2 25.0 3 37.5

Ｃ 1 12.5

Ｄ

Ｅ

計 8 100.0 8 100.0 8 100.0 8 100.0

Ａ 5 55.6 8 88.9 7 77.8 8 88.9

Ｂ 3 33.3 1 11.1 1 11.1

Ｃ

Ｄ 1 11.1 1 11.1 1 11.1

Ｅ

計 9 100.0 9 100.0 9 100.0 9 100.0

Ａ 9 75.0 10 83.3 10 83.3 10 83.3

Ｂ 3 25.0 2 16.7 2 16.7 2 16.7

Ｃ

Ｄ

Ｅ

計 12 100.0 12 100.0 12 100.0 12 100.0

Ａ 5 55.6 6 66.7 7 77.8 6 66.7

Ｂ 3 33.3 1 11.1 1 11.1 2 22.2

Ｃ 1 11.1 2 22.2 1 11.1 1 11.1

Ｄ

Ｅ

計 9 100.0 9 100.0 9 100.0 9 100.0

Ａ 3 33.3 5 55.6 6 66.7 7 77.8

Ｂ 5 55.6 4 44.4 3 33.3 2 22.2

Ｃ 1 11.1

Ｄ

Ｅ

計 9 100.0 9 100.0 9 100.0 9 100.0

Ａ 2 100.0

Ｂ 1 50.0 2 100.0

Ｃ 2 100.0

Ｄ 1 50.0

Ｅ

計 2 100.0 2 100.0 2 100.0 2 100.0

Ａ 2 66.7 1 33.3 2 66.7 2 66.7

Ｂ 1 33.3 2 66.7 1 33.3 1 33.3

Ｃ

Ｄ

Ｅ

計 3 100.0 3 100.0 3 100.0 3 100.0

Ａ 16 61.5 18 69.2 21 80.8 25 96.2

Ｂ 8 30.8 7 26.9 4 15.4

Ｃ 1 3.8 1 3.8 1 3.8 1 3.8

Ｄ

Ｅ 1 3.8

計 26 100.0 26 100.0 26 100.0 26 100.0

Ａ 4 36.4 5 45.5 6 54.5 5 45.5

Ｂ 4 36.4 5 45.5 4 36.4 5 45.5

Ｃ 3 27.3 1 9.1 1 9.1 1 9.1

Ｄ

Ｅ

計 11 100.0 11 100.0 11 100.0 11 100.0

　≪１　学習活動の推進　基本施策≫

施策の大綱
達成
状況
評価

令和３年度 令和４年度

（２）歴史・文化の伝承

（１）いきいきとし
た暮らしの実現

令和５年度 令和６年度

（３）交流の輪の拡大

（４）平等な社会の実現

（９）子どもが健や
かに育つ環境の整備

（１０）高齢者等の
生きがいづくり

（５）誰もが暮らし
やすい社会の実現

（６）地域活力の向上

（７）情報化社会へ
の対応

（８）学校、家庭、
地域の連携強化
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　　　　　　　　≪２　学習基盤の確立　基本施策≫

｢基本計画

(項目)｣の

項目数
％

｢基本計画

(項目)｣の

項目数
％

｢基本計画

(項目)｣の

項目数
％

｢基本計

画(項

目)｣の項
％

Ａ 6 54.5 7 63.6 8 72.7 8 72.7

Ｂ 5 45.5 3 27.3 2 18.2 2 18.2

Ｃ 1 9.1 1 9.1 1 9.1

Ｄ

Ｅ

計 11 100.0 11 100.0 11 100.0 11 100.0

Ａ 5 62.5 5 62.5 4 50.0 6 75.0

Ｂ 1 12.5 2 25.0 3 37.5 2 25.0

Ｃ 2 25.0 1 12.5 1 12.5

Ｄ

Ｅ

計 8 100.0 8 100.0 8 100.0 8 100.0

Ａ 1 16.7 2 33.3 2 40.0 3 60.0

Ｂ 4 66.7 2 33.3 2 40.0 1 20.0

Ｃ 1 16.7 1 16.7 1 20.0 1 20.0

Ｄ 1 16.7

Ｅ

計 6 100.0 6 100.0 5 100.0 5 100.0

Ａ 4 44.4 6 66.7 5 55.6 6 66.7

Ｂ 1 11.1 1 11.1 4 44.4 3 33.3

Ｃ 1 11.1 1 11.1

Ｄ 2 22.2 1 11.1

Ｅ 1 11.1

計 9 100.0 9 100.0 9 100.0 9 100.0

Ａ 5 71.4 6 85.7 6 85.7 6 85.7

Ｂ 2 28.6 1 14.3

Ｃ 1 14.3 1 14.3

Ｄ

Ｅ

計 7 100.0 7 100.0 7 100.0 7 100.0

Ａ 6 66.7 6 66.7 6 66.7 8 88.9

Ｂ 2 22.2 2 22.2 2 22.2 1 11.1

Ｃ 1 11.1 1 11.1

Ｄ 1 11.1

Ｅ

計 9 100.0 9 100.0 9 100.0 9 100.0

令和６年度達成
状況
評価

令和３年度 令和４年度 令和５年度

（２）情報提供の充実

（１）生涯学習社会
の構築

施策の大綱

（３）優れた人材の育成

（４）協力体制の整備

（５）学習成果の活用

（６）学習活動の場
の充実
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≪１　学習活動の推進　基本施策≫

7 8 9 9

3 2 1 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

（１）いきいきとした暮らしの実現

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

4
5

6
5

3
3

2
3

1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

（２）歴史・文化の伝承
Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

5

8
7

8

3

1
1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

（３）交流の輪の拡大
Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

9 10 10 10

3 2 2 2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

（４）平等な社会の実現

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

5
6

7
6

3 1
1

2

1
2

1 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度
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Ｅ
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≪２　学習基盤の確立　基本施策≫

Ｅ 未着手

Ｂ 50％以上80％未満の達成度

Ｃ 50％未満の達成度

Ｄ 検討・準備中

■達成状況評価の基準

達成状況評価 基準

Ａ 80％以上の達成度
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【まとめ】 

（１）順調な事業について 

〇令和３年度より、Ａ評価が３４事業増え、着実に事業が推進されている。  

①「各公民館女性教室、成人男性教室、おいで塾系講座等でニュースポーツ教室を開

催する」（８ページ事業①）では、仲間づくりや交流の場の促進に向け、ニーズ等を

把握し工夫しながら参加しやすい事業実施により、世代間交流が行えている。 

②「高齢者が持つ知恵や技術が世代を超えて伝承されるよう支援する」（２２ページ

事業①）では、こちらも、世代間交流事業で継続的に実施されている。 

③「公民館人権講座を開催し、人権意識の向上を図る」（３２ページ事業①）だが、

１公民館１回以上の人権講座を計画し実施している。人権という難しいテーマの中で、

各館が工夫して実施することで人権意識の向上が図られている。 

（２）評価の低かった事業について 

〇Ｃ評価について（６件） 

①「市民体育祭を開催し、身近にスポーツを楽しめる機会の充実を図る」（６ページ

事業①）だが、参加者自体が減ってきており、Ｃ評価となっている。 

 ②「道路利用者に対する交通安全意識の醸成」（４２ページ事業②）では、目標を「交

通死亡事故ゼロの達成」としており、1 件でも死亡事故があると、Ｃ評価とせざるを

得ない状況となっている。目標数値ではなく、それに向けた事業計画に対し評価を見

直す必要がある。 

 ③「いきいき健康券の文化施設での利用促進」（86 ページ事業③）では、応援券の利

用用途拡大を図り、年間 300 枚の利用を目標に取り組んでいるが、目標枚数に達せず、

昨年より低下していることから、Ｃ評価となっている。目標枚数が適正な数値か、ま

た昨年より低下している理由を検証する必要がある。そのほか、さらなる利便性の向

上が課題である。 

④「各世代のニーズに合わせた公民館講座の開催」（９９ページ事業①）だが、特に

青年期の世代の方の公民館講座への参加が難しくＣ評価となっている。青年期の方が、

参加しやすい公民館講座を引き続き検討していく必要がある。 

⑤「まほらいな市民大学の開催」（１０９ページ事業①）だが、学生数が伸び悩んで

いることから、Ｃ評価となっている。今後、どのように学生数を確保していくかが課

題であり、検討する必要がある。 

〇Ｄ評価について 

今回、Ｄ評価（１件）については、「優しい日本語の普及を図る」（２０ページ事業②）

であった。県の研修動画を活用し市職員を対象に研修を実施する予定であったが、県

の研修が実施されなかったため、市職員対象の研修を実施することが出来なかったこ

とからＤ評価となっている。今後、独自に事業実施が出来るよう検討する必要がある。 

（３）課題について 

〇Ｃ評価の市民体育祭のように、競技人口等が減少傾向にあるものについて、評価の在

り方を検討していく必要がある。 

〇令和６年度からの後期計画に向け、事業を検証し、現在の事業に掲げているもの、ま

た、目標数値が適切かどうか精査し、目標を設定する必要がある。 
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第２次生涯学習基本構想　重点項目達成状況（R6年度末時点）

現状地 実績値 達成率 事業実績

基本施策 施策大綱
基本計画
（項目）

R3.3.31
現在

令和3年
度

令和4年
度

令和5年
度

令和6年
度

令和7年
度

令和6年度 令和6年度 令和６年度

市民体育祭
参加者数
（人）

1023人 4404人 4525人 4627人 4748人 4869人 2260人 47.60%
市民体育祭を開
催し、身近にス
ポーツを楽しめ
る機会の充実を
図る。

市民体育祭を27種目開
催し、４種目を中止（雨
天１、会場都合１、主催
者都合２）した。 Ｃ

総合型地域
スポーツクラ
ブ会員数
（人）

2545人 3612人 3711人 3811人 3910人 4010人 2342人 59.90% 総合型地域ス
ポーツクラブへ
の教室運営事業
の委託により、ス
ポーツに親しむ
環境の充実を図
る

総合型地域スポーツクラ
ブへの委託により、92教
室を運営した。

Ｂ

スポーツ少
年団団員数
（人）

464人 473人 482人 491人 500人 510人 445人 89.00%
スポーツ少年団
の大会を開催
し、青少年のス
ポーツ活動を促
進する。

スポーツ少年団の大会
を年５回開催し、ホーム
ページで大会結果や活
動を紹介した。 Ａ

１
学習活
動の推

進
（１）

いきいき
とした暮
らしの実
現

②

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動
の推進

わんぱくひろ
ばの開催し、
地区育成会
事業により子
ども豊かな社
会性、協調性
を培う。

毎年1回、
わんぱく
ひろば開
催

1回／年 1回／年 1回／年 1回／年 1回／年
１回／年
延べ参加者
2,105人

100.00%

わんぱくひろば
の開催、地区育
成会事業により
子ども豊かな社
会性、協調性を
培う。

従来の開催時間に拡大
して実施した。
関係団体すべてが出展
し、延べ参加者2,105人

Ａ

１
学習活
動の推

進
（１）

いきいき
とした暮
らしの実
現

②

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動
の推進

各公民館に
おけるニュー
スポーツ教室
の開催数

4回 4回 5回 6回 7回 9回 5回 71.40%

各公民館女性教
室、成人男性教
室、おいで塾系
講座等でニュー
スポーツ教室を
開催する。

富県公民館他でニュース
ポーツ体験教室としてボッ
チャ、モルック、スマイル
ボーリング等を開催した。ま
た夏休みおいで塾でシャッ
フルボード、男性教室でニ
チレクボードといったニュー
スポーツを体験した。幅広
い年代で手軽にできるス
ポーツで、世代間交流も行
えることから、本年度も参加
者の声はも好評であった。

Ａ

参加者アン
ケートでの
「(テーマと
なっている人
物を)知って
いる」回答数
（テーマと
なっている人
物について
の理解度）

なし（参
考:H31伊
澤修二記
念音楽祭
での回答
69％）

70% 73% 75% 78% 80% 75% 96.03%

井月、伊澤修二
など、伊那市に
関係する「人」を
テーマとした文
化事業を開催す
る。

俳句大会は俳句作品に
新規の高校が加わり、音
楽祭は東京藝術大学と
連携し小中高生や多く
の市民が出演した。

Ａ

文化振興補
助金の申請
件数

３件（ただ
しR2県文
改修工事
のため長
期閉館期
間あり、
H31 29
件、H30
25件）

24件 25件 25件 30件 35件 25件 83.33% 文化振興補助金

常時、市公式ＨＰに案内
を掲示、後援申請手続
時に窓口案内を行い制
度の周知を図った。

Ａ

芸術文化体
験教室への
参加者数

　体験教
室参加者
数１６９人
／年

１８０人 １８５人 １９０人 １９５人 ２００人 ４４１人 100.00%
芸術文化体験教
室

幼児・大人のバレエ講
座、世界のヘルシー料
理、アロマ&ハーブ作りな
ど３９講座を開講し、総
勢４４１名の参加がありま
した。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（１）

いきいき
とした暮
らしの実
現

③
芸術文
化活動
の推進

信州高遠美
術館入館者
数

2,445人
14,600
人

14,800
人

15,000
人

15,200
人

15,400
人

9,500 62.50%
収蔵作品展・企
画展の開催

観桜期特別展「池上秀
畝生誕150年展」、企画
展「若手アーティスト
展」、「地域のお宝展Ⅱ」
を開催した。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（２）

歴史・文
化の伝
承

①
伝統文
化の伝
承

伝統文化を
継続的に修
得できる機会
の支援

伝統文化
親子教室
事業（文
化庁）補
助金交付
交付団体
数５件

５件 ６件 ６件 ７件 ７件 ６件 85.71%

地域保存団体へ
の助成事業：文
化庁の補助事業
を伝統文化保存
団体へ支援する
ことで継続的に
親子教室等を開
催し、文化や技
術を次世代へ継
承する

申請６件中全６件が採択
された。
新たに次年度の募集を
市教委共催実績から周
知を行った。(13団体)

Ａ

１
学習活
動の推

進
（２）

歴史・文
化の伝
承

①
伝統文
化の伝
承

地区育成会
活動（どんど
焼き、まん
ど、七夕まつ
りなど）

伝承と事
業継続

地域育
成会活
動の維
持継続
（34団
体）

地域育
成会活
動の維
持継続
（34団
体）

地域育
成会活
動の維
持継続
（34団
体）

地域育
成会活
動の維
持継続
（34団
体）

地域育
成会活
動の維
持継続
（34団
体）

34団体 100.00%

地区育成会活動
（どんど焼き、ま
んど、七夕まつり
など）委託

地区育成会34団体に事
業委託を実施。
各地区の事業を実施す
ることが出来た。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（２）

歴史・文
化の伝
承

①
伝統文
化の伝
承

伝統系講座
を実施する公
民館数

４館 ４館 ５館 ６館 ７館 ９館 ４館 67.00%

伝統文化に係る
講座やクラブ・
サークルの活動
を通じ、関心を
高める。

伝統文化に関する公民
館講座として富県、手良
公民館で古文書、俳句、
茶道などを開催した。高
遠の高遠そばのそば打
ち、長谷の入野やそば
打ち講座といったそば打
ち講座を本年度も開催し
たところ市内外から多く
の参加者があり好評でし
た。

Ｂ

１
学習活
動の推

進
（１）

いきいき
とした暮
らしの実
現

③
芸術文
化活動
の推進

１
学習活
動の推

進
（１）

いきいき
とした暮
らしの実
現

②

スポー
ツ・レクリ
エーショ
ン活動
の推進

重点項目活動指標 重点項目年度末 年度末

活動指標
目標値

事業内容

達成目
標に対
する評

価
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現状地 実績値 達成率 事業実績

基本施策 施策大綱
基本計画
（項目）

R3.3.31
現在

令和3年
度

令和4年
度

令和5年
度

令和6年
度

令和7年
度

令和6年度 令和6年度 令和６年度

重点項目活動指標 重点項目年度末 年度末

活動指標
目標値

事業内容

達成目
標に対
する評

価

１
学習活
動の推

進
（２）

歴史・文
化の伝
承

①
伝統文
化の伝
承

デジタルアー
カイブの写真
枚数

27万枚
275,000
枚

5,000枚 5,000枚 5,000枚 5,000枚 1,500枚 30.00%

アーカイブ事業
について市民の
皆様に知ってい
ただき、利用して
いただくようにす
る。

サンハート美和、デイ
サービスセンターあお
ば、夢ゆりの里にて計３
回の上映会を実施した。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（２）

歴史・文
化の伝
承

①
伝統文
化の伝
承

伝統芸能の
魅力・価値を
継承する体
験事業への
参加人数

なし（令和
3年度より
計画・実
施）

２０人 ２０人 ３０人 ３０人 ４０人 9人 30.00%

伝統芸能の魅力
に触れる体験事
業を開催し、伝
統文化の保存・
継承に対する市
民の意識向上を
図る

青山学院大学の学生が
3日間に渡り伝統文化や
芸能、地域課題を見つ
め、地域活性化に向け
た生涯学習プログラムを
企画した。一般向けの体
験学習は民間団体と共
催で企画したが、最低催
行人員に達せず中止と
なった。

Ｂ

１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進

広報紙や広
報番組などを
活用した啓発
活動の推進

３か月に
一度、各
課へ掲載
について
確認を行
う。

３か月に
一度の
掲載確
認

３か月に
一度の
掲載確
認

３か月に
一度の
掲載確
認

３か月に
一度の
掲載確
認

３か月に
一度の
掲載確
認

３か月に一
度の掲載確
認

100.00%
広報誌や広報番
組などによる啓
発

市報いな11月号、広報
番組で「アンコンシャスバ
イアス」をテーマに特集
を掲載、放送し、理解を
深める取り組みを推進し
た。

Ａ

人権啓発講座を
開催し、市民の
人権意識の向上
を図る。

市内5か所の子育て支援
センターにおいて「多様
な性を考えよう、インター
ネットと人権侵害」などを
テーマにしたお出かけ講
座を本年度も行った。ま
た、中学３年生へ啓発チ
ラシの配布を行い人権
意識の向上を図った。

Ａ

人権尊重の明る
い伊那市づくり
審議会の開催

人権尊重の明るい伊那
市づくり審議会を2回開
催し、課題の共有を行っ
た。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進

企業訪問時
に企業へ向
けた人権同
和教育啓発
用リーフレット
配布及び関
係機関開催
の研修会等
への参加促
進

130社 130社 200社 200社 200社 200社 204社 100.00%
企業訪問時に企
業人権同和教育
の啓発を行う。

市内企業アンケート時に
併せ、企業人権同和教
育に関するパンフレット
を送付し啓発を図った。
（204社）

Ａ

１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進

全国学力・学
習状況調査
において「自
分と違う意見
について考え
るのは楽し
い」と回答し
た児童生徒
の割合

なし ７０％ ７５％ ８０％ ８５％ ９０％ ７４．３５％ ８７．４７％
学校人権同和教
育の推進

学校人権同和教育研究
推進委員会が中心とな
り、学校人権同和教育を
推進しました。
・学校人権同和教育研
究推進委員会（５回）
・学校人権同和教育実
践計画の策定、実施、検
証（21校）

Ａ

１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進

「人権」につ
いての知識
や理解を深
めるため、
ニーズに合っ
た人権同和
教育講座を
継続して実施
する。

なし（社会
のニーズ
にあっ
た、違う内
容の講演
会を年３
回実施）

3回 3回 3回 3回 3回 3回 100.00%

人権同和教育講
演会を開催し、
市民の人権意識
の向上を図る。

多くの人権課題の中か
ら、本年も人権課題を変
更し、市民や社会のニー
ズ等にあった人権同和
教育講演会を3回実施
出来た。例年より、チラシ
の作成を早くし周知期間
を長くとったが、参加者
100名程度と伸び悩ん
だ。人権というものに、ど
う関心を持っていただく
か、検討していきたい。

Ｂ

１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進

各公民館に
おける人権講
座の開催数

8回 9回 9回 9回 9回 9回 12回 100.00%

公民館人権講座
を開催し、人権
意識の向上を図
る。

全公民館において男
性、女性教室等で人権
講座、講演会を開催し
た。また長谷公民館では
医師中村哲さんのドキュ
メンタリー映画を上映し
たところたいへん好評で
した。人権問題は難しい
テーマでありますが各館
で工夫しながら取り組ん
でいます。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（５）

誰もが暮
らしやす
い社会
の実現

①

環境保
全への
理解と実
践活動
の促進

伊那市協働
のまちづくり
交付金の交
付割合

82% 85% 90% 95% 100% 100% 76% 76.00%

伊那市協働のま
ちづくり交付金
事業を実施し活
動に対する支援
を行う。

地域住民の自主的な地
域づくり活動31事業に、
伊那市協働のまちづくり
交付金の支援を行った。

Ａ

5回 5回 5回 5回 100.00%

子育て支援
センター等で
の人権啓発
講座の開催

5回 5回 5回１
学習活
動の推

進
（４）

平等な
社会の
実現

①
人権同
和教育
の推進
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現状地 実績値 達成率 事業実績

基本施策 施策大綱
基本計画
（項目）

R3.3.31
現在

令和3年
度

令和4年
度

令和5年
度

令和6年
度

令和7年
度

令和6年度 令和6年度 令和６年度

重点項目活動指標 重点項目年度末 年度末

活動指標
目標値

事業内容

達成目
標に対
する評

価

子どもエコツ
アーの実施

市内小学
校の７校

９校 １１校 １４校 １４校 １５校 １４校 100.00%
子どもエコツアー
の実施

子どもエコツアーを実施
した（市内の小学校14
校、 21クラス（延べ 567
名が参加））

Ａ

スターウオッ
チング「星空
観察会」の実
施

参加者６０
名

参加者６
０名

参加者７
０名

参加者７
０名

参加者７
０名

参加者７
０名

53名 75.70%
スターウオッチン
グ「星空観察会」
の実施

星空観察会・プラネタリウ
ムの視聴（11月7日実
施、市内の親子18組53
名参加）

Ａ

生ごみ処理
容器等購入
補助の実施

Ｒ2年度実
績108件

100 100 100 100 100 80件 80％

生ごみ処理容器
等購入補助事業
（生ごみの減量
化）

生ごみ処理容器購入補
助（件数：80件、交付決
定額：1,400千円）HP、市
報により周知し、生ごみ
減量化を推進した。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（５）

誰もが暮
らしやす
い社会
の実現

①

環境保
全への
理解と実
践活動
の促進

森林環境教
育を行った小
学校数

７校 ７校 ７校 ８校 ９校 １０校 ９校 100.00%

小学校におい
て、学習机の天
板を地元産材に
交換、学校林や
隣接森林での森
林学習の実施

学校林活動：９校 Ａ

１
学習活
動の推

進
（８）

学校、家
庭、地域
の連携
強化

①

地域ぐる
みで子
どもを育
む体制
づくりの
推進

ファミリー・サ
ポート・セン
ター協力会
員養成講座
受講者数

受講者１５
人

15 15 15 15 15 14 93.00%

ファミリー・サ
ポート・センター
協力会員養成講
座を開催し、地
域で子育ての助
けとなる人材を
育成する。

養成講座３市町村で１4
名参加のうち、１4名が修
了した。

Ｂ

１
学習活
動の推

進
（８）

学校、家
庭、地域
の連携
強化

①

地域ぐる
みで子
どもを育
む体制
づくりの
推進

信州型コミュ
ニティース
クールの運営
委員会の年
間開催回数

なし １回 ２回 ３回 ４回 ４回 ２回 50.00%

学校と地域が持
続的に連携・協
働し、地域に開
かれ地域とともに
ある学校づくりの
仕組みづくり。

各学校において年1回か
ら4回の運営委員会を開
催し、学校と地域が連携
した取組の検討が進ん
だ。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（８）

学校、家
庭、地域
の連携
強化

①

地域ぐる
みで子
どもを育
む体制
づくりの
推進

あいさつ運動
及び少年補
導の実施（子
ども達が社会
から見守られ
ているという
セーフティ
ネットの継続）

62回／年

活動の
継続及
び維持
(62回)

活動の
継続及
び維持
(56回)

活動の
継続及
び維持
(56回)

33回 0 33回実施 100.00%
あいさつ運動及
び少年補導の実
施

計画した街頭巡回・あい
さつ運動を実施した。
街頭巡回　　３３回実施
あいさつ運動　３回実施

Ａ

１
学習活
動の推

進
（９）

子どもが
健やか
に育つ
環境の
整備

①
家庭の
教育力
向上

子育て支援
センターの子
育て講座を
開催し、子育
てに関する情
報提供や相
談に応じる。

子育て講
座年間８１
回開催

105回 105回 105 105 105 106 100.00%

子育て支援セン
ターにおいて子
育て講座や保健
師相談を開催
し、子育てに関
する情報提供や
相談に応じる。

「ママのための防災講
座」は大変関心が集ま
り、赤ちゃん用の非常持
ち出しグッズの紹介など
をした。

Ａ

乳幼児健診
(相談）への
出席率

3か月、6
か月、10
か月、1.6
歳児、2歳
児、3歳児
健診の出
席率の平
均98.1％

98% 98% 98% 98% 98% 9930%
100.0%(R6.
12月現在)

乳幼児や、育児
に対する不安解
消のため、かか
わりを切らさない
乳幼児期の相談
や健診を実施す
る。

欠席者には電話等で連
絡し次の日程を案内し、
受診するまで連絡調整
を行った。

Ａ

出産応援セミ
ナー（出産ま
じかの妊婦を
対象としたセ
ミナーへの出
席率）

75.10% 76% 80% 80% 80% 80% 8590%
100.0％
（R7.1月現
在）

出産を2か月後
位に控えた妊婦
を対象としたセミ
ナーを月に1回
開催する。

支援サービスを説明し個
別相談で育児支援体制
を確認したり、申請を受
け付けた。
・月に1回の産前学級④
を開催
・おおよそ86%の出席率
となった

Ａ

１
学習活
動の推

進
（９）

子どもが
健やか
に育つ
環境の
整備

①
家庭の
教育力
向上

毎日朝食を
食べる子ども
の人数の割
合

84.0% 85.0% 86.0% 87.0% 88.0% 90.0% 95% 100.00%

中学生に朝食を
採る習慣を身に
着けるよう働きか
ける

毎年行う食生活アンケー
トの結果に考察を加えた
プリントを年１回家庭に
配り、朝食を採ることの
大切さを伝えた。
（94.8%）

Ａ

１
学習活
動の推

進
（９）

子どもが
健やか
に育つ
環境の
整備

①
家庭の
教育力
向上

おはなし会の
参加者

923人 969人 1,015人 1,061人 1,107人 1,153人 1,704人 100.00%

おはなし会により
多くの方に参加
していただき、読
み聞かせの習慣
をきっかけづくり
をする。

定例の読み聞かせの
他、公民館おいで塾や
30周年記念事業におい
て新規の読み聞かせ会
を実施した。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（10）

高齢者
等の生
きがいづ
くり

①
心身の
健康づく
りの推進

地域で開催
する介護予
防のための
体操等を中
心とした教室
の支援

教室数４９ 51 52 52 53 53 52 98.10%

身近な地域で気
軽に参加できる
「介護予防のた
めの教室」の育
成・支援の実施

西春近・中殿島で新規
に教室が活動している。

Ａ

１
学習活
動の推

進
（９）

子どもが
健やか
に育つ
環境の
整備

①
家庭の
教育力
向上

環境保
全への

理解と実
践活動
の促進

１
学習活
動の推

進
（５）

誰もが暮
らしやす
い社会
の実現

①
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現状地 実績値 達成率 事業実績

基本施策 施策大綱
基本計画
（項目）

R3.3.31
現在

令和3年
度

令和4年
度

令和5年
度

令和6年
度

令和7年
度

令和6年度 令和6年度 令和６年度

重点項目活動指標 重点項目年度末 年度末

活動指標
目標値

事業内容

達成目
標に対
する評

価

１
学習活
動の推

進
（10）

高齢者
等の生
きがいづ
くり

①
心身の
健康づく
りの推進

各公民館に
おける高齢者
を対象とした
スポーツ・レク
リエーション
活動の数

４公民館 ５公民館 ６公民館 ７公民館 ８公民館 ９公民館 ９公民館 100.00%

高齢者を対象と
したスポーツ・レ
クリエーション活
動を実施し、心
身の健康づくり
を推進する。

高齢者教室を始めとする
公民館講座において、
軽運動、ストレッチ体操
などの教室づくりを行い
ました。またスポーツ推
進員と協力を得ながら各
種スポーツ教室などに取
組みました。

Ａ

高齢者の知
恵袋事業を
利用した小・
中学校数

令和２年
度実績５
校

６校 ７校 ８校 ９校 １０校 ８校 88.89%

高齢者が持つ知
恵や技術が世代
を超えて伝承さ
れるよう支援する

春・秋に小学校に事業
説明文書送付。高齢者
クラブ総会等における事
業説明。８小学校（延べ
１１）、２高ク（延べ３）、３
公民館、１区で交流事業
を実施。

Ａ

伊那市高齢
者クラブ連合
会加盟単位
クラブ数及び
会員数

加盟クラ
ブ数：５１
（会員数：
２，５０８
人）

51 52 53 54

５５クラブ
（会員数
2,550
人）

45 83.33%

高齢者が持つ知
恵や技術が世代
を超えて伝承さ
れるよう支援する

市高連総会等で事業周
知を行った。
クラブ数45（休会1）、会
員数1,960人

Ｂ

１
学習活
動の推

進
（10）

高齢者
等の生
きがいづ
くり

③

仲間づく
り・生き
がいづく
りの推進

高齢者が参
加可能な公
民館講座の
維持

7公民館 700% 800% 800% 800% 900% 500% 62.50%

高齢者が公民館
活動に参加しや
すい環境をつく
る。

伊那公民館でスマホ教
室を開催し操作方法の
基礎、やインターネットへ
の接続、市防災アプリな
どを学習しました。高遠
町公民館で桜大学を年
４回開催していますが、
毎年多くの参加をいただ
いています。

Ｂ

２
学習基
盤の確

立
（３）

優れた
人材の
育成

①

指導者・
コーディ
ネーター
等の育
成

生涯学習を
推進する人
材の掘り起こ
し人数

まほらい
な市民大
学
入学生60
人

60人 60人 60人 60人 60人 25人 41.67%
まほらいな市民
大学の開催

市報、メール、新聞、有
線、HP、い～なチャンネ
ルを活用しつつ、本年
は、様々な会合の中で、
市民大学の紹介をして
いただき周知を図った
が、入学生25名と伸び悩
んだ。問い合わせも、例
年より、少なかった。学生
による自主講座は、本年
も実施し、人材の育成に
繋がる取り組みは行え
た。

Ｃ

２
学習基
盤の確

立
（３）

優れた
人材の
育成

①

指導者・
コーディ
ネーター
等の育
成

公民館講座
の講師を地
域分館講座
等の講師とし
ても活用す
る。

なし 1公民館 200% 400% 600% 800% 100% 17.00%

公民館講座修了
者の中で講師を
務められる人材
を育成する。

伊那公民館のガーデニ
ング講座の受講者につ
いて自主講座を立ち上
げ伊那中央病院の花壇
ボランティアに取り組ん
でいます。また切り絵教
室にも熱心な受講者が
いることから補助者など
を勧めています。

Ｂ

信州伊那井
月俳句大会
（高校・一般
の部）投句者
数

２８１人（Ｒ
２実績）

３００人 ３１５人 ３３０人 ３４５人 ３８０人 ４１７人 100.00%
信州伊那井月俳
句大会の開催

事前投句の応募数は市
内外の高校生から投句
があり、投句者数が増加
した。小中学生の部の投
句数も増加して応募が
あった。

Ａ

伊那市民芸
術文化祭の
参加者（団
体）

11団体
（展示部
門）／
２８７人
（舞台部
門）

11団体
／３００
人

12団体
／３１０
人

13団体
／３２０
人

14団体
／３３０
人

15団体
／３４０
人

15団体／４
６８人

100％／
100%

伊那市民芸術文
化祭

11月30日、12月1日開
催。舞台出演４６８名。展
示部門出展数１３２点

Ａ

い～な音楽祭
出演団体を広報により募
集することで21団体が出
演できた。

Ａ

信州伊那井月俳
句大会

広報により投句募集を行
い、広く市民参加ができ
た。（事前投句一般
1,563句、参加者70人）

Ａ

伊澤修二記念音
楽祭

児童生徒は合唱や合奏
により音楽祭へ出演でき
ている。一般市民も公募
により合唱団を結成して
藝大オーケストラとの共
演することができた。

Ａ

２
学習基
盤の確

立
（５）

学習成
果の活
用

①

学習成
果の発
表機会
の創出

市立公民館
のエリアを超
えた事業の
展開を行う

なし 5公民館 6公民館 7公民館 8公民館 9公民館 9公民館 100.00%
市民ニーズの高
い講座の新規開
設を行う。

伊那公民館の女性教室
でボランティア活動として
雑巾やゴミ箱などを作成
し社会福祉協議会へ届
けました。子育て教室、
麻雀教室など多くの交流
事業に取り組みました。

Ａ

アートデリバ
リー事業の開
催回数

２５回／年
間

２６回 ２７回 ２８回 ２９回 ３０回 ３６回 100.00%

２
学習基
盤の確

立
（５）

学習成
果の活

用
①

学習成
果の発
表機会
の創出

１
学習活
動の推

進
（10）

高齢者
等の生

きがいづ
くり

③

仲間づく
り・生き

がいづく
りの推進
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現状地 実績値 達成率 事業実績

基本施策 施策大綱
基本計画
（項目）

R3.3.31
現在

令和3年
度

令和4年
度

令和5年
度

令和6年
度

令和7年
度

令和6年度 令和6年度 令和６年度

重点項目活動指標 重点項目年度末 年度末

活動指標
目標値

事業内容

達成目
標に対
する評

価

防災コミュニ
ティセンター
利用者数

21,911人
23,000
人

24,000
人

25,000
人

26,000
人

27,000
人

18,121 69.70%
防災コミュニティ
センターの利用
促進

施設ＰＲを、施設利用
（自主講座実施拡大）の
調整を行った。（講座参
加者1,014人）

Ａ

館内設備の長期
修繕対応

長年の使用により部屋内
の壁クロスが劣化したた
め、貼替え工事を実施し
ました。

Ａ

インターネット環
境整備

運営を管理する中で現
状のWi-Fi設備に問題が
無いことを確認した。しか
し今後の設備更新の情
報収集に努める。

Ａ

２
学習基
盤の確

立
（６）

学習活
動の場
の充実

①

生涯学
習施設
の整備・
充実

体育施設の
稼働率

47.80% 52.00% 54.00% 56.00% 58.00% 60.00% 56.30% 97.10%

市民ニーズの高
いスポーツ施設
を計画的に整
備・改修する。

サンビレッジ庭球場の
コート２面を改修し、昨年
度の改修を含め全面改
修が完了した。

Ａ

２
学習基
盤の確

立
（６）

学習活
動の場
の充実

①

生涯学
習施設
の整備・
充実

学校教育に
支障のない
範囲で学校
体育館を開
放し市民の利
用に供する

学校行事
や学校施
設工事等
及び年末
年始等一
部祝祭日
を除き
100%開放

100% 100% 100% 100% 100%

学校行事や
学校施設工
事等及び年
末年始等一
部祝祭日を
除き、100%
開放

100.00%
学校体育施設を
社会体育活動に
開放

学校行事や学校施設工
事等及び年末年始等一
部祝祭日を除き、100%
開放を行った。

Ａ

蔵書数
316,683
冊

1,500冊 4,597冊 6,000冊 6,000冊 6,000冊 7,096冊 100.00% 図書資料の充実

「若手アーティスト応援
展」「地域のお宝展Ⅱ」を
開催し、新たに55点の作
品を収集した。

Ａ

収蔵作品数
を適切に管
理していく

1,836点 10 10 10 10 10 55 100.00%
魅力ある企画・
展示と収蔵資料
の充実を図る

各館とも企画展や講座な
どを行い、資料収集に努
めた。（５６回）（４０件以
上）

Ａ

入館者数 2,146 3,150 4,150 5,150 6,000 7,000 5,120 100.00%

入館者数 7,424 10,000 12,500 15,000 17,500 20,000 15,700 100.00%

入館者数 17128 20000 22500 25000 27500 30000 21,930 79.75%

２
学習基
盤の確

立
（６）

学習活
動の場
の充実

①

生涯学
習施設
の整備・
充実

各公民館を
地域で積極
的に利用でき
るように取り
組む

なし 9公民館 9公民館 9公民館 9公民館 9公民館 100% 11.11%

公民館の講堂、
和室、調理室な
どを分館活動に
利用できるよう開
放し利用率を上
げる。

高遠町公民館では地区
分館の会場が手狭であ
るため、文化祭や講座等
を本館で開催することに
より、多くの作品を出品し
ていただくことが出来き
た。また、気兼ねなく参
加いただくなどの効果が
あった。

Ｂ

２
学習基
盤の確

立
（６）

学習活
動の場
の充実

①

生涯学
習施設
の整備・

充実

魅力ある企画・
展示と収蔵資料
の充実を図る

高遠町図書館における
資料の除籍が予定通り
進められた。西春近公民
館図書室の資料は計画
どおり進行している。

Ａ

２
学習基
盤の確

立
（６）

学習活
動の場
の充実

①

生涯学
習施設
の整備・

充実 生涯学習セ
ンター利用者
数

64,087人
90,000
人

105,000
人

148,500
人

148,500
人

148,500
人

112,371人 75.67%
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